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�����今月の主なページ 

 2 スペシャルオリンピックス 
 6 依田窪南部中学校卒業式 
 8 人権教育紙上講座 
 9 健康センター通信 
 10 村の石造物あれこれ 
 11 こんにちは社協です 
 13 3月定例村議会 
 20 暮らしの便利帳 
 22 戸籍の窓 

�����今月の人口・世帯 
人口……4,305人　世帯……1,458戸 

　楽しかったこと。悲しかったこと。辛かったこと。6年間の素敵な

思い出を胸に武石村立武石小学校の最後の卒業生として中学校へ進み

ます。これから大きな希望をもって新しい世界へ羽ばたいて下さい。 

ご卒業おめでとうございます。 
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Special Olympics

二
日
目
の
日
程
は
一
日
遅
れ
た
た
め
、
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

な
り
ま
し
た
。

最
初
に
武
石
小
学
校
へ
訪
問
し
ま
し
た
。
サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
が

到
着
す
る
と
児
童
た
ち
は
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
選
手
た
ち
を
迎
え

ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
各
学
年
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
り
、
選
手
団
に

手
渡
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は
大
変
喜
び
、
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
ブ
リ
ギ

さ
ん
は
「
私
も
サ
ン
マ
リ
ノ
で
は
小
さ
な
子
ど
も
達
と
接
す
る
職
業

を
し
て
い
る
。
武
石
村
の
子
ど
も
達
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
団
は
お
礼
に
ワ
ル
ツ
を
披
露

し
、
交
流
会
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

次
に
丸
子
町
文
化
会
館
で
四
町
村
（
丸
子
町
・
長
門
町
・
和
田

村
・
武
石
村
）
で
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
町
村
と
も
各
国

の
選
手
団
を
受
け
入
れ
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
ま

し
た
。
交
流
会
で
は
各
国
ご
と
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、

サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
は
、
得
意
の
ワ
ル
ツ
を
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
も
ち
つ
き
大
会
も
大
好
評
で
選
手
団
た
ち
は
「
ヨ
イ
シ
ョ
ー
、

ヨ
イ
シ
ョ
ー
」
と
大
き
な
声
で
も
ち
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。
コ
ー
チ

の
ブ
ル
ー
ノ
・
モ
ン
テ
ム
ッ
ロ
さ
ん
は
つ
き
た
て
の
お
も
ち
を
食

べ
、「
も
ち
は
お
い
し
い
。
と
こ
ろ
で
箸
っ
て
ど
う
や
っ
て
つ
か
う

の
？
」
な
ど
い
い
な
が
ら
器
用
に
箸
を
使
っ
て
食
べ
て
い
ま
し
た
。

次
に
企
業
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。「
サ
ン
マ
リ
ノ
に
も
約

二
百
人
の
障
害
者
が
い
る
。
木
工
細
工
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
作
っ
て
生

計
を
た
て
て
い
る
。
今
日
会
え
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
団
は
記
念
撮
影
を
し
た
後
、
作
業
の
様
子

を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
最
後
に
訪
れ
た
の
は
「
う
つ
く
し
の
湯
」
で
す
。
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
選
手
の
マ
ル
コ
・
ガ
ル
ナ
ロ
ー
リ
さ
ん
と

ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
ェ
ッ
ラ
さ
ん
は
「
温
泉
を
非
常
に
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
長
旅
の
疲
れ
を
癒
す
と
と
も
に
大
会
で
も
良
い
成
績
が
残
せ

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
い
、
足
早
に
温
泉
に
行
き
ま
し
た
。
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武石小学校から温
泉体験までのハー

ドスケジュール

2日目
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サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
の
歓
迎
式
が
、
中
央
公
民
館
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
地
方
の
空
港
が
大
雪
に
な

り
飛
行
機
が
飛
べ
ず
、
予
定
し
て
い
た
日
程
よ
り
一
日

遅
れ
て
の
到
着
で
し
た
。

式
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
紹
介
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈

呈
な
ど
が
行
わ
れ
、
村
長
よ
り
「
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
良

く
来
て
く
れ
た
。
心
よ
り
歓
迎
す
る
。
短
い
期
間
だ
が

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。」
の
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
の
団
長
ジ
ョ
ル
ジ
オ
・
ブ

リ
ギ
さ
ん
も
「
短
い
期
間
だ
が
違
う
文
化
に
触
れ
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
歓
迎
を
感
謝
す
る
。」
と

挨
拶
を
し
、
選
手
団
は
長
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
食
事

会
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
式
終
了
後

は
、
村
内
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

サンマリノ選手団が武石村へ1日目

Special
 Olymp

ics

SOWWG M-99

スペシャルオリンピックス
～サンマリノ選手団が武石村にやってきた～

二
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和

国
の
選
手
団
（
四
名
）
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
二
名
）
の
方
が

武
石
村
に
訪
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｏ
（
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
）
世
界
大
会
の

一
環
と
し
て
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
、
サ

ン
マ
リ
ノ
選
手
団
と
交
流
し
ま
し
た
。



◆自己紹介
選手団団長のGiorgio Brighi（ジョルジオ・ブリギ）で
す。普段は幼稚園で体育を教えています。サンマリノ
チームではアルペンのヘッドコーチをしていますが、
今回はアルペン選手が来日せずに残念でした。イタリ
ア人ですがサンマリノ人の妻と結婚し、サンマリノに

住んでます。

◆日本に来てどうですか
標高（サンマリノは最高800ｍくらい）、最高最低気温、積雪量（サンマ
リノは過去最高1ｍくらい、例年30～40cm、少ない年で10cm程度）とも
に武石村とサンマリノが似ていてビックリしました。

◆ホストファミリーに一言
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◆自己紹介
クロスカントリー選手のAntonio Guerra（アントニ
オ・グェッラ）です。過去のスペシャルオリンピック
で金メダルを4個とっています。今回は3kmで金メダ
ルと1kmで銀メダルをとりました。選手団4名のうち、
私だけがサンマリノ生まれのサンマリノ育ちです。

◆日本に来てどうですか
小柄でかわいい女性が多いですね。白馬村は毎日のように雪が降ってい

てビックリしました。白馬ロイヤルホテルの暖房はまるで火事のようでした。

◆ホストファミリーに一言 親切にしていただき感謝しています。

◆自己紹介
クロスカントリー選手のMarco Garnaroli（マルコ・ガ
ルナローリ）です。アメリカのニューヨークで生まれ、
母の故郷サンマリノで育ちました。国籍はサンマリノ
です。英語もペラペラですよ。読書が好きです。

◆日本に来てどうですか
体調を崩し1kmの予選にしか出場できませんでしたが、来日

は大変貴重な、良い経験になりました。

◆自己紹介
クロスカントリーヘッドコーチのBruno Montemurro
（ブルーノ・モンテムッロ）です。漢字にすると「山
壁茶色」です。イタリア語でmonteは「山」、Muroあ
るいはmurroは「壁」、brunoは「茶色」という意味で
す。ボランティアの谷上さんに教えてもらって漢字で書

けるようになりました。

◆日本に来てどうですか
「日出づる処の国」という意味の国名なのに、太陽を一回しか見ませんで
した。日本の国旗がほとんど掲げられていないのも不思議です。他国では
いろいろなところに国旗が掲げられています。武石村も白馬村も長野市も
スカートをはいている女性がほとんどいないのを不思議に思いました。

◆ホストファミリーに一言 武石村のみなさんの歓迎は一生忘れません。みなさんも是非、サンマリノに来
てください。

日本の木造建築の精巧さにビックリしました。短期間でしたが、日本の文化に
触れることができたことを誇りに思います。みなさんも私たちとの交流を誇り
に思ってください。ボランティアの戸田さんを経由して手紙をください。

◆ホストファミリーに一言 親切にしていただいて感謝しています。
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二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
の
八
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
冬
期
世
界
大
会
・
長
野
で
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
三
�
と
一
�
に
出
場
し
た
ア
ン

ト
ニ
オ
・
グ
ェ
ッ
ラ
さ
ん
が
見
事
に
金
メ
ダ
ル

と
銀
メ
ダ
ル
を
獲
り
ま
し
た
。
遠
い
日
本
に
来

て
、
見
事
に
メ
ダ
ル
を
獲
得
で
き
、
良
い
思
い

出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

同
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
に
出
場
予
定

だ
っ
た
マ
ル
コ
・
ガ
ル
ナ
ロ
ー
リ
さ
ん
は
体
調

不
良
の
た
め
、
出
場
を
辞
退
し
ま
し
た
。

三
日
間
と
短
い
期
間
で
し
た
が
サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
の
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
最
終
日
と
な
り
、
武
石
村
役
場
に
て
激
励

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
よ
り
「
短
い
期
間
だ
っ
た
が
、
村
の
文
化
や
生
活
な
ど
に

触
れ
て
い
た
だ
い
た
。
体
調
に
十
分
注
意
し
て
、
大
会
で
は
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
と
の
交
流
が

深
ま
れ
ば
良
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
も
「
み
な
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

大
会
中
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
の
で
応
援
を
お
願
い
し
た
い
。
楽
し

い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
。」
と
感
謝
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

大
勢
の
方
に
見
守
ら
れ
る
中
、
サ
ン
マ
リ
ノ
選
手
団
は
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
え
、
競
技
会
場
へ
出
発
し
ま
し
た
。

サンマリノ選手団
競技会場へ

3日目

2005年スペシャルオリンピックス冬季大会・長野

サンマリノ選手団アントニオ選手 金メダルと銀メダル獲得!!

SOWWG M-99
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二
月
二
十
七
日
に
上
田
市
の
東
信

ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
第
二
回
村

民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
三

十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
手
軽
に

で
き
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
普
及
し
、
冬

場
の
運
動
不
足
解
消
と
体
力
の
向
上
、

年
代
を
超
え
た
交
流
が
目
的
で
す
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

☆
小
・
中
学
校
の
部

優
　
勝
　
大
沢
　
拓
真

準
優
勝
　
松
崎
　
　
誠

第
三
位
　
黒
木
　
り
さ

☆
男
子
の
部

優
　
勝
　
依
田
　
則
俊

準
優
勝
　
黒
木
　
志
匡

第
三
位
　
宮
下
　
順
一

☆
女
子
の
部

優
　
勝
　
大
沢
　
恵
子

準
優
勝
　
金
子
る
り
子

第
三
位
　
三
木
恵
美
子

三
月
十
三
日
に
村
民
体
育
館
に
て

第
十
七
回
分
館
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
四
十
五
チ
ー
ム
は
年
代

別
に
わ
か
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
な

お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

☆
18
歳
以
上
の
部

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

小
沢
根
Ａ
チ
ー
ム
　

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

市
之
瀬
Ａ
チ
ー
ム

☆
30
歳
以
上
の
部

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

上
本
入
西
部
Ｂ
チ
ー
ム
　

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

七
ヶ
Ｂ
チ
ー
ム

☆
40
歳
以
上
の
部

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

沖
エ
レ
ガ
ン
ト
チ
ー
ム
　

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

上
本
入
西
部
Ｃ
チ
ー
ム

☆
50
歳
以
上
の
部

優
勝
　
沖
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
チ
ー
ム

上
小
の
六
ヶ
所
の
学
童
保
育
所
が

一
同
に
会
し
て
の
上
小
学
童
交
流
会

が
三
月
五
日
に
上
田
市
の
城
下
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童

や
指
導
員
、
保
護
者
の
数
百
名
が
集

ま
り
、
手
つ
な
ぎ
鬼
、
文
字
あ
わ
せ

ゲ
ー
ム
、
お
っ
か
け
玉
入
れ
、
パ
ン

食
い
競
争
、
雑
巾
が
け
リ
レ
ー
な
ど

を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
行
い
ま
し
た
。

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
か
ら
も
八
人
の
児
童

が
指
導
員
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

保
護
者
会
長
の
小
山
さ
ん
に
送
迎
し

て
い
た
だ
き
ゲ
ー
ム
も
一
緒
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
見
知
ら
ぬ
大
勢
の
子

ど
も
達
に
最
初
は
気
遅
れ
気
味
の
ピ

ー
タ
ー
パ
ン
児
童
も
パ
ン
食
い
競
争

の
頃
に
は
熱
気
は
最
高
潮
で
、
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド
で
パ
ン
を
ゲ

ッ
ト
し
て
い
ま
し
た
。
帰
り
に
上
田

公
園
で
お
弁
当
を
広
げ
足
元
に
よ
っ

て
く
る
ハ
ト
に
パ
ン
を
あ
げ
な
が
ら

の
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。「
パ
ン
食
い

競
争
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
文
字
あ
わ

せ
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と
の
子
ど
も

た
ち
の
声
と
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
、
大

変
だ
っ
た
け
ど
や
っ
て
よ
か
っ
た
交

流
会
と
思
う
指
導
員
と
保
護
者
で
あ

り
ま
し
た
。

ピ
ー
タ
ー
パ
ン
で
は
コ
マ
遊
び
、

お
手
玉
、
将
棋
工
作
な
ど
、
昔
遊
び

の
得
意
な
方
に
ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
の

相
手
と
な
っ
て
遊
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
日
の
三

時
か
ら
五
時
の
間
で
都
合
の
い
い
時

間
に
ち
ょ
っ
と
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
に
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
と
遊
ん
で
く
だ
さ
る
方
、
ぜ
ひ
ピ

ー
タ
ー
パ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

電
話

〇
二
六
八
（
四
一
）四
一
一
二

担
当

小
林

学
　
童
　
交
　
流
　
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

第
2
回

村
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

第
17
回

分
館
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

第10回ともしびの里

ソフトバレー
フェスティバル開催
生涯スポーツの一環として、幅広い年

齢層の人たちが地域を越えて「ともしび
の里」に集います。
ソフトバレーボールを通じてさわやか

な汗を流し、参加者のコミュニケーショ
ンや体力の向上及び健康づくりのために
参加してみませんか？

◇期　　日 5月15日(日)
◇場　　所 村民体育館及び

依田窪南部中学校体育館ほか
◇参加資格 県内外ソフトバレー愛好者
◇参 加 料 1チーム　4,000円
◇申込み受付期間
4月1日(金)から20日(水) 午後5時まで

◇問い合せ先 武石村教育委員会内
大会事務局　℡85-2030
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三
月
十
六
日
、
依
田
窪
南
部
中

学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
生
活
で
の
経
験
が
こ
れ
か

ら
先
へ
行
っ
て
も
必
ず
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
。
卒
業
証
書
と
す
ば

ら
し
い
思
い
出
を
胸
に
学
び
の
園

を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

二
月
二
十
日
に
中
央
公
民
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
で
「
第
十
二
回
と
も
し
び
の
里
芸
能
祭
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
祭
で
は
、
太
鼓
、
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
踊

り
、
詩
吟
、
コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、
歌
な
ど
の
芸

能
が
披
露
さ
れ
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
小
学
三
年
生
の
総
合
学
習
の
一
環
と
し

て
太
鼓
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
た
ち

が
使
用
し
た
バ
チ
は
丸
太
を
き
っ
て
手
づ
く
り
し

た
も
の
で
す
。
太
鼓
の
演
奏
を
終
え
、
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
る
と
ほ
っ
と
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

依田窪南部中学校

ご
卒
業

お
め
で
と
う

今
年
も
保
育
園
の
年
長
園
児
（
二

十
九
名
）
に
「
卒
園
の
お
祝
い
」
と

し
て
下
武
石
の
山
本
岩
雄
さ
ん
よ
り

桐
の
ゲ
タ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す

保
育
園
卒
園
の
お
祝
い

桐
の
ゲ
タ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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糖
尿
病
の
発
症
要
因
は
、
①
加
齢
、

②
家
族
歴
、
③
肥
満
、
④
身
体
的
活

動
の
低
下
（
運
動
不
足
）、
⑤
耐
糖
能

異
常
（
血
糖
値
の
上
昇
）
で
、
こ
れ

以
外
に
も
血
圧
や
高
脂
血
症
も
危
険

因
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
予
防
対
策
と
し
て
は

「
肥
満
の
回
避
」、「
適
切
な
食
事
」、

「
身
体
的
活
動
の
増
加
」
が
上
げ
ら
れ

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
生
活
習

慣
病
と
し
て
血
圧
、
高
脂
血
症
の
予

防
と
し
て
も
有
効
で
あ
り
、
ま
た
、

脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
な
ど

の
予
防
対
策
と
も
一
致
し
ま
す
。

発
症
予
防
①
肥
満
の
回
避

〜
武
石
村
は
肥
満
者
が
多
い
〜

健
診
受
診
者
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
別
性
別
年

代
別
耐
糖
能
異
常
者
の
割
合
を
見
る

と
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
の
肥
満
で
明
ら

か
に
異
常
が
高
く
な
り
ま
す
。

男
性
の
30
歳
代
、
40
歳
代
は
す
べ

て
が
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
で
、
60
歳
代
で

は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
未
満
の
約
５
倍
近
く
の

大
差
と
な
っ
て
い
ま
す
。

女
性
で
は
、
40
歳
代
、
60
歳
代
で

は
大
差
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
50
歳
代

で
は
１
・
５
倍
と
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。（
図
１
　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
別
性
別
年
代

別
耐
糖
能
異
常
割
合
）

こ
の
結
果
に
よ
り
、
肥
満
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
糖
尿
病
発
症
は

防
げ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

発
症
予
防
②
適
切
な
食
事

〜
糖
質
の
摂
り
方
に
問
題
あ
り
〜

武
石
村
の
食
習
慣
に
、
糖
質
の
摂

り
方
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
基
準
量

と
比
べ
日
常
的
な
食
事
は
ご
飯
や
お

か
ず（
野
菜
の
煮
物
や
砂
糖
を
使
っ
た

漬
物
）が
多
く
、
間
食
と
し
て
お
菓
子

や
パ
ン
、
果
物
が
多
く
、
ま
た
ア
ル
コ

ー
ル
も
多
く
、
糖
質
の
過
剰
摂
取
に

よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
を
多
く
分
泌
さ
せ

る
食
べ
方
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
食
生
活
を
背
景
に
、
糖
尿
病

の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
総
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
過
剰
摂
取
の
是
正
は
、
糖

尿
病
の
み
な
ら
ず
、
循
環
器
病
を
含

め
た
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
有
効
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
質
、
量
と
も
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

発
症
予
防
③
身
体
活
動

〜
冬
期
間
の
運
動
不
足
へ
の
対
応
〜

武
石
村
の
特
徴
と
し
て
、
夏
と
冬

の
活
動
量
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
冬

期
間
に
体
重
の
増
加
が
み
ら
れ
、
体

重
増
加
に
伴
う
イ
ン
ス
リ
ン
の
過
剰

分
泌
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日

常
生
活
に
お
け
る
身
体
活
動
量
の
増

加
や
休
日
の
運
動
等
を
お
こ
な
う
こ

と
に
よ
り
、
糖
尿
病
の
発
症
が
低
下

す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
身
体
活
動
、
特
に
冬
期
間
の
運

動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

BMI 判定
18.5未満 ………………低体重
18.5以上25未満………普通体重
25以上30未満…………肥満1度
30以上35未満…………肥満2度
35以上40未満…………肥満3度
40以上 …………………肥満4度

健康センター
通信 4月号

保健福祉課
℡85-2067

「
健
康
た
け
し
21
を
読
む
」

そ
の
⑥
　
糖
尿
病
の
一
次
予
防
（
パ
ー
ト
2
）

4月8日 金 予防接種（BCG・風疹） 午後 1:15～ 1:30（受付）
あそびの教室 午前10:00～11:30

11日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
自由あそびの日 午前10:00～11:30

12日 火 高齢者料理教室 午前10:00～午後1:00
13日 水 料理教室（ポテトグループ） 午前10:00～午後1:00
14日 木 2歳児教室 午前 9:30～ 9:40（受付）
15日 金 離乳食教室（初期） 午前10:00～11:30
19日 火 あそびの教室 午前10:00～11:30
20日 水 乳幼児健診 午後 1:15～ 1:30（受付）
21日 木 離乳食教室（後期） 午前10:00～11:30
25日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
26日 火 自由あそびの日 午前10:00～11:30
27日 水 料理教室（パセリグループ） 午前10:00～11:30
28日 木 離乳食教室（中期） 午前10:00～11:30

5月9日 月 定期健康相談 午前10:00～11:30
10日 火 あそびの教室 午後 1:30～ 3:30

男性料理教室 午前10:00～午後1:00
予防接種（ポリオ・風疹） 午後 1:15～ 1:30（受付）

4月の保健予防計画 健康センター
時　　　　　間事　　　　　業曜日月　日

男性 女性 

【図1】BMI別性別年代別耐糖能異常（ヘモグロビンA1c：5.5以上）の割合 
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BMI25以上 BMI25未満 

※肥満の定義：身体に過剰に脂肪が蓄積した状態
※肥満の判定：身長あたりの体格指数

〔BMI(Body Mass Index)：体重kg÷身長�〕
をもとに上記のごとく判定する

【肥満度分類】
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二
月
九
日
、
第
九
回
「
木
と
緑
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
上
小
」
が
上
田
市

富
士
山
に
あ
る
上
小
森
林
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
武
石
小
学
校
五
年
生

の
篠
原
佑
太
君
が
上
小
林
業
関
係
コ

ン
ク
ー
ル
野
鳥
愛
護
ポ
ス
タ
ー
図
案

の
部
で
入
賞
し
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

�

不
登
校
の
子
ど
も
に
対
し
、
ど

こ
ま
で
し
つ
け
で
ど
こ
ま
で
が
見

守
れ
る
の
か
。

�

今
、
子
ど
も
が
基
本
的
に
ど
こ

で
苦
し
ん
で
い
る
の
か
見
極
め
る

こ
と
が
大
切
。
し
つ
け
Ａ
な
ら
こ

う
な
り
、
し
つ
け
Ｂ
な
ら
こ
う
な

る
と
言
う
こ
と
は
な
い
。
し
つ
け

を
し
よ
う
と
強
引
に
や
っ
て
も
う

ま
く
い
か
な
い
。
同
じ
人
間
と
し

て
人
間
同
士
と
言
う
感
覚
が
大
切

で
あ
る
。
家
庭
や
社
会
の
ル
ー
ル

は
子
ど
も
に
あ
っ
た
方
法
で
納
得

す
る
よ
う
話
し
合
い
、
実
践
し
て

い
く
こ
と
。

�

不
登
校
に
な
っ
た
本
人
は
話
し

た
が
ら
な
い
が
、
原
因
を
探
す
こ

と
は
大
事
な
こ
と
か
。

�

原
因
探
し
を
す
る
こ
と
は
、
行

か
な
い
こ
と
が
悪
い
こ
と
と
子
ど

も
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
原
因
を
あ
え
て
探
す
こ
と
は

な
い
。
子
ど
も
自
身
が
不
登
校
の

原
因
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多

い
。
親
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い

と
い
う
子
ど
も
や
学
校
に
い
る
と

自
分
が
自
分
で
な
い
よ
う
な
気
が

す
る
と
い
う
子
ど
も
も
い
る
。

�

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
は
自
由
に

表
現
で
き
れ
ば
い
い
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
。

�

子
ど
も
の
居
場
所
で
先
生
っ
ぽ

い
人
が
い
る
と
子
ど
も
は
引
い
て

し
ま
う
。
居
場
所
で
は
子
ど
も
が

決
め
て
子
ど
も
が
や
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
ル
ー
ル
作
り

を
子
ど
も
自
身
で
決
め
る
こ
と
は

よ
り
社
会
性
が
つ
く
。

�

昼
夜
逆
転
し
て
い
る
子
ど
も
の

生
活
リ
ズ
ム
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。

�

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
な
い
か

ら
学
校
に
行
け
な
い
の
で
は
な

く
、
学
校
に
行
け
な
い
苦
し
さ
か

ら
昼
夜
逆
転
に
な
る
。
夜
は
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
受
け
な
い
の
で
好

き
な
こ
と
が
出
来
る
。
今
の
そ
の

子
に
と
っ
て
昼
夜
逆
転
が
と
て
も

や
り
や
す
い
。
本
当
に
や
り
た
い

こ
と
が
出
来
て
く
る
と
起
こ
さ
な

く
と
も
自
分
の
意
志
で
起
き
て
く

る
。
昼
夜
逆
転
は
ム
リ
に
直
さ
な

い
。
結
果
と
し
て
直
る
も
の
な
の

で
あ
る
。

人権教育紙上講座
№337

教育委員会
同和対策室

い
じ
め
が
も
た
ら
す
不
登
校

家
庭
や
社
会
の
ル
ー
ル
は

不
登
校
に
あ
っ
た
方
法
で

〜
不
登
校
を
語
る
会
で
の
親
か
ら
の
質
問
〜

上
小
林
業
関
係
コ
ン
ク
ー
ル

篠
原
佑
太
君

入
賞
！

 

伏
見
き
み
子 

陽
だ
ま
り
の
土
手
よ
り
摘
み
し
ふ
き
の
と
う
即
天
ぷ

ら
で
春
の
香
味
わ
う 

※
美
味
な
る
も
の
に
苦
労
を
い
と
わ
ず
。
季
節
、生
活
に
即
し
て
。
衣
も

薄
く
、う
ま
い
の「
う
」が
効
い
て
い
る
。そ
ん
な
風
に
味
わ
っ
て
み
た
。 

 

い
た
づ
ら
っ
こ 

支
え
人
遠
く
に
去
り
て
我
が
胸
に
ぬ
く
も
り
消
え
て

む
な
し
さ
残
る 

※
何
ヶ
月
か
前
に「
別
れ
人
乗
り
し
車
の
そ
の
中
で
さ
か
ん
に
は
し
ゃ
ぐ

心
複
雑
」を
含
む
三
首
が
届
い
た
。は
じ
め
て
目
に
す
る
字
面
に
繰
り

返
し
読
ん
だ
。妙
な
共
感
を
覚
え
、実
に
惜
し
い
、も
う
少
し
明
か
し

て
欲
し
か
っ
た
、そ
う
い
う
事
を
思
っ
て
い
た
。期
待
な
ど
は
何
処
吹
く

風
か
も
し
れ
な
い
が
、素
知
ら
ぬ
顔
で
次
を
待
た
せ
て
も
ら
う
。 

 

山
田
初
子 

薄
れ
ゆ
く
目
元
で
窓
を
見
れ
ば
虹
針
の
運
び
も
な
め

ら
か
に
な
り 

※「
荒
れ
狂
う
東
の
空
に
冬
の
虹
戸
音
残
し
て
消
え
去
り
ゆ
き
ぬ
」と
前

に
あ
る
。
冬
の
虹
と
聞
い
て
歳
時
記
を
緒
け
ば
林
民
子
「
冬
の
虹
ニ
ヶ

町
村
を
輪
の
中
に
」、満
田
玲
子
「
冬
の
虹
抱
く
合
併
の
村
と
町
」が

目
に
入
っ
た
。こ
の
冬
の
武
石
の
雪
は
少
な
か
っ
た
。ふ
き
の
と
う
は
十

二
月
に
出
て
、風
花
も
珍
し
く
な
く
美
し
い
光
景
に
恵
ま
れ
た
。色
々

な
思
い
が
あ
る
。作
者
は
自
然
に
心
動
か
さ
れ
な
が
ら
、し
か
し
動
じ

ぬ
、自
分
の
手
の
仕
事
に
専
念
す
る
、そ
う
言
い
た
げ
だ
。 

  

依
田
春
雄 

忘
れ
な
い
昨
日
の
道
を
消
す
よ
う
に
今
日
も
静
か
に

降
り
積
も
る
雪 

  

清
水
恵
子 

術
後
な
る
母
の
気
力
の
も
ど
り
来
て
日
本
人
形
の
帯

縫
い
は
じ
む 

  

橋
詰
明
枝 

遠
き
日
を
ふ
と
呼
び
戻
す
風
の
来
て
こ
こ
も
地
球
の

一
隅
と
知
る 

  

恋
す
る
サ
ボ
テ
ン 

転
ん
で
は
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
立
つ
娘
後
ろ
姿
に
そ

っ
と
ガ
ン
バ
レ 

※
今
回
は
確
か
に
生
き
る
強
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。さ
あ
春
で
あ
る
。 
あしあと短歌会編集事務局選 



（11）広報武石 平成１７年４月号　No.453

社
協
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
る
団

体
、
傷
痍
軍
人
・
軍
恩
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
い
ず
み
会
の
総
会
並

び
に
役
員
会
が
行
わ
れ
、
平
成
十
六

年
度
事
業
報
告
と
決
算
お
よ
び
平
成

十
七
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承

認
さ
れ
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
三
月
九
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を

除
く
五
日
間
、
上
田
市
国
分
の
「
か

っ
ぱ
寿
司
」
へ
外
出
の
昼
食
会
を
行

い
ま
し
た
。

出
か
け
ら
れ
た
利
用
者
さ
ん
は

「
何
枚
た
べ
れ
た
？
」
や
「
何
が
お
い

し
か
っ
た
？
」
な
ど
と
楽
し
い
昼
食

会
に
ご
満
悦
の
様
子
で
し
た
。
や
す

ら
ぎ
で
は
年
三
回
「
か
っ
ぱ
寿
司
」

で
の
昼
食
会
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。依

田
窪
結
婚
相
談
所
は
毎
月
八

日
、
丸
子
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
結
婚

相
談
所
を
開
設
し
て
、
四
町
村
の
相

談
員
が
交
代
で
相
談
を
受
け
つ
け
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
市
町
村
の
合
併

等
の
状
況
に
よ
り
、
三
月
を
も
ち
ま

し
て
、
依
田
窪
結
婚
相
談
所
は
閉
鎖

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
新
た
な
結
婚
相
談
所
の
開

設
ま
で
は
、
武
石
村
の
結
婚
相
談
員

が
直
接
窓
口
と
な
っ
て
結
婚
相
談
を

受
付
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協

議
会
事
務
局
〔
電
話
八
五
ー
二
四
六

六
〕
で
も
常
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

【
結
婚
相
談
員
】

下
武
石
　
丸
山
　
剛

矢
嶋
栄
子

上
武
石
　
小
山
栄
一

上
本
入
　
橋
詰
　
栄

小
沢
根
　
金
子
隆
夫

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
あ
い
」
だ
よ
り

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
心
し
、
ま

た
毛
皮
加
工
の
職
場
で
は
、
製
品

を
な
で
な
が
ら「
サ
ン
マ
リ
ノ
の
障

害
者
就
労
施
設
で
も
毛
皮
加
工
を

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
合
皮
製
品
。

こ
ち
ら
は
本
物
で
い
い
も
の
だ
。」

と
誉
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
作

業
員
の
一
人
が
「
私
は
統
合
失
調

症
で
す
。」
と
自
己
紹
介
す
る
と
、

笑
顔
だ
っ
た
コ
ー
チ
が
ま
じ
め
な

顔
に
な
り
「
そ
ん
な
こ
と
は
た
い

し
た
こ
と
で
は
な
い
で
す
よ
。」

と
力
強
く
握
手
を
し
な
が
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
場
面
も
あ

り
、
見
学
中
は
、
作
業
員
さ
ん
と

選
手
の
み
な
さ
ん
が
う
ち
と
け
た

雰
囲
気
で
身
振
り
手
振
り
の
会
話

を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
た
交

流
会
の
終
り
に
は
、み
ん
な
で
肩
を

組
ん
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
何
回

も
握
手
を
し
た
り
し
て
別
れ
を
惜

し
み
、「
ア
リ
ベ
デ
ル
チ
！
」
と
手

を
振
っ
て
バ
ス
を
見
送
り
ま
し
た
。

通
訳
を
交
え
た
交
流
で
し
た

が
、
言
葉
の
壁
を
越
え
分
か
り
合

え
た
満
足
感
が
参
加
者
全
員
の
顔

に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
選
手
が
バ
ス
か
ら
降
り

る
の
が
見
え
る
と
、
ワ
ー
と
い
う

歓
声
が
上
が
り
、
旗
が
振
ら
れ
、

拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
サ
ン

マ
リ
ノ
共
和
国
選
手
団
三
名
が
ふ

れ
あ
い
に
交
流
に
訪
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
練
習
し
て
お
い
た
イ
タ

リ
ア
語
で
「
ボ
ン
ジ
ョ
ル
ノ
！
」
と

挨
拶
す
る
と
、
選
手
の
み
な
さ
ん

も
ニ
コ
ニ
コ
と
「
ボ
ン
ジ
ョ
ル
ノ
、

コ
ン
ニ
チ
ハ
。」
と
返
し
、
和
や

か
に
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

選
手
は
ア
ン
ト
ニ
オ
さ
ん
と
マ

ル
コ
さ
ん
。
お
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ

金
メ
ダ
リ
ス
ト
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
と
紹
介
さ
れ
る
と

「
ワ
ー
」「
す
ご
い
！
」
な
ど
と
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
、
お
二
人
も
ガ

ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
応
え
て
く

れ
ま
し
た
。
来
所
の
記
念
に
、
作

業
員
さ
ん
手
作
り
の
ム
ー
ト
ン
の

ク
ッ
シ
ョ
ン
を
手
渡
す
と
「
早
速

開
会
式
で
使
い
た
い
。」
と
喜
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

職
場
見
学
で
は
、
選
手
た
ち
は

ボ
ビ
ン
や
梱
包
材
が
リ
サ
イ
ク
ル

〜
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
選
手
団
と
の
交
流
会
〜

福祉の村づくりをめざして 福祉の村づくりをめざして 
社会福祉協議会 ℡85‐2466社会福祉協議会 ℡85‐2466

各
種
団
体
の
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た

回
転
寿
司
を
満
悦

結
婚
相
談

変
更
の
お
知
ら
せ

◇
期
日
　
4
月
11
日（
月
）

◇
時
間
　
午
前
9
時
〜
12
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー

◆
信
濃
補
聴
器

◇
期
日
　
4
月
21
日（
木
）

◇
時
間
　
午
後
1
時
〜
3
時

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー
　

◇
期
日
　
4
月
8
日（
金
）

◇
時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜

◇
場
所
　
老
人
セ
ン
タ
ー
　

◇
期
日
　
4
月
16
日（
土
）

◇
時
間
　
午
前
10
時
〜

◇
場
所
　
真
田
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　

身
障
役
員
会

心
配
ご
と
相
談
日

補
聴
器
相
談
日

身
障
郡
大
会
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「
武
石
公
園
西
方
に
あ
る
狐
山
の
山

麓
に
は
仏
様
が
た
く
さ
ん
あ
る
…
…
」

と
い
う
伝
承
を
聞
い
て
い
た
こ
と
に

よ
り
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
山
麓
の

調
査
に
入
っ
た
。
現
場
は
、
山
頂
か

ら
崩
落
し
た
岩
石
が
山
積
し
、
背
丈

程
の
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
中
で
作
業
を
進
め
て
二
十
二

基
の
石
仏
を
発
掘
し
た
。

石
仏
の
下
部
に
番
数
が
刻
ま
れ
て

い
た
の
で
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
番
所

観
音
像
」
と
解
っ
た
。
像
の
型
は
、

舟
型
、
浮
彫
り
の
立
像
と
坐
像
で
、

千
手
観
音
、
如
意
輪
観
音
像
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
石
仏
は
、
か
つ
て
は
尾
根

筋
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
あ
た
り

の
様
子
か
ら
年
月
が
経
つ
う
ち
に
山

麓
に
落
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。

江
戸
時
代
後
期
、
観
音
信
仰
が
広

が
る
と
、
民
衆
の
中
に
は
巡
礼
者
と

し
て
観
音
菩
薩
の
功
徳
を
求
め
て
観

音
霊
場
へ
巡
礼
に
出
た
。
そ
し
て
霊

場
を
順
番
に
廻
っ
て
願
を
か
け
、
帰

っ
て
き
て
村
人
に
も
そ
の
功
徳
を
分

け
与
え
よ
う
と
石
仏
を
造
立
し
た
よ

う
で
あ
る
。

観
音
菩
薩
は
、
三
十
三
の
姿
に
身

を
変
え
て
、
民
衆
の
苦
悩
を
救
っ
て

く
れ
る
と
の
こ
と
か
ら
、
霊
場
を
三

十
三
か
所
設
定
し
た
。
三
十
三
番
所

観
音
も
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

●
次
号
で
は
、
こ
の
三
十
三
番
所
観

音
像
と
共
に
発
見
さ
れ
た
「
金
山

碑
」
の
整
備
・
安
置
に
つ
い
て
紹

介
す
る
予
定
で
す
。

● 長いものきんとん ●
桜井房子さん（小沢根） 〈作り方〉

①長芋は皮をむき、大きめにざくざくと切って塩で軽くもみ、水で洗

い流してから、鍋に入れて長いもいが隠れるくらいお湯を入れて20

分間ほどゆでる。ゆであがったら水気を切ってすり鉢に入れ、よく

つぶす。食紅を箸の先につけて入れ、色を見ながら混ぜ込む。

② ①に分量の砂糖を入れてよく混ぜる。

③リンゴは皮をむき1cm角に切って塩水にくぐらせてから水気を切っ

ておく。（リンゴは縦4等分にきると角にしやすい。）

④ ②と③を混ぜて器に盛り、ミントの葉などを添える。

【コメント】

私が子どもの頃に、お正月やお客さんが来ると母が作ってくれ

ました。その頃は、大変おいしかった思い出があります。母の

味を思い出して作ってみました。

〈材料〉4人分

りんご ………………………1個
長いも……………………300ｇ

砂糖 ………………………60ｇ
塩 ……………………………少々
食紅 …………………………少々

村
の
文
化
財
調
査
委
員
会
は
、
平
成
十
年
か
ら
三
年
有
余

に
亘
り
村
内
の
石
造
物
を
調
査
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
を
基
に
、
私
達
の
祖
先
が
願
い
や
祈
り
を
込
め

て
造
立
し
た
で
あ
ろ
う
道
祖
神
や
石
仏
等
を
今
月
号
か
ら
十

二
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

狐山の北側に番数順に並べられた観音像
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三
年
以
上
に
わ
た
り
本
村
の
最
大

の
関
心
事
で
あ
り
、
行
政
課
題
で
あ

り
ま
し
た
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、

先
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票

で
は
、
上
田
市
域
で
の
合
併
が
多
数

と
な
り
ま
し
た
。

合
併
は
、
市
町
村
議
会
の
議
決
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

が
、
条
例
に
は
、
村
民
、
村
長
、
議

会
は
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
す
る

も
の
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
、

こ
の
投
票
に
よ
り
、
上
田
市
域
の
合

併
が
村
民
に
支
持
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ま
す
。

議
案
の
中
身
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る
た
び
に

全
員
協
議
会
な
ど
を
開
催
し
、
議
員

の
皆
様
に
お
伝
え
し
、
ご
意
見
を
い

た
だ
い
て
き
た
も
の
で
、
既
に
皆
様

十
分
ご
承
知
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

県
知
事
に
申
請
す
る
た
め
に
必
要
な

部
分
の
議
決
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
議
会
の
議
決
を
い
た
だ
き
、
四

市
町
村
が
足
並
み
を
揃
え
て
、
早
い

時
期
に
県
知
事
に
申
請
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
併

せ
ま
し
て
、
依
田
窪
地
域
の
合
併
協

議
会
の
解
散
の
議
案
も
提
案
い
た
し

ま
す
。

一
般
会
計
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
予
算
の
編
成
時
期
が
ち
ょ
う

ど
合
併
問
題
の
地
区
説
明
会
の
最
中

で
あ
り
、
合
併
で
き
る
の
か
、
又
は

自
立
の
道
を
行
か
ざ
る
を
得
な
い
の

か
わ
か
ら
な
い
時
期
で
あ
っ
た
た
め
、

万
一
自
立
と
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を

前
提
に
編
成
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
と
も

言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
需

用
費
、
維
持
補
修
に
な
ど
の
経
常
的

経
費
も
極
力
削
減
を
行
っ
て
あ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
三
位
一
体
の
改

革
を
始
め
、
国
の
行
財
政
見
直
し
の

影
響
は
大
き
く
、
今
回
の
当
初
予
算

は
ほ
ぼ
経
常
経
費
の
み
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
財
源
不
足
と
な
っ
て

お
り
、
財
政
調
整
、
減
債
の
両
基
金

を
ほ
と
ん
ど
取
り
崩
し
て
予
算
を
組

ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
村
の
建
設
事
業
を
行
う
際

の
重
要
な
財
源
で
あ
り
ま
し
た
過
疎

債
は
、
十
六
年
度
で
終
了
し
、
今
年

度
か
ら
は
建
設
事
業
に
充
て
る
事
が

で
き
る
起
債
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
、
歳
出
の
上
で
は
、
起
債

の
償
還
金
は
一
億
円
増
の
五
億
三
千

六
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
地
方
交
付
税
も
年
間
の
収
入

見
込
み
額
を
ほ
ぼ
全
額
を
計
上
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、
今
後
の

事
業
の
財
源
と
し
て
の
留
保
が
ほ
と

ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
大
変
窮

屈
な
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

合
併
の
見
通
し
が
つ
い
て
き
ま
し

た
の
で
、
必
要
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

六
月
に
補
正
予
算
を
組
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
後
合
併
を
念
頭

に
お
き
な
が
ら
、
事
業
を
よ
く
検
討

の
し
、
来
年
三
月
ま
で
の
村
づ
く
り

を
考
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
十
六
年
度
の

三
月
定
例
村
議
会
が
、
三
月
四
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
九

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
合
併
関
連
議
案
を
は
じ
め
、
骨
格
予
算

と
な
っ
た
平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予
算
案
や
特
別
会
計
予
算

案
、
平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
案
、

武
石
村
若
者
等
定
住
促
進
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
ほ
か
十
四
の
条

例
案
や
陳
情
な
ど
に
つ
い
て
計
四
十
六
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

3月定例村議会

上
田
市
・
丸
子
町

真
田
町
・
武
石
村

〜
村
長
議
会
招
集
挨
拶
〜
（
抜
粋
）

合
併
関
連
議
案
議
決
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平
成
16
年
中
、
依
田
窪
南
部

消
防
署
か
ら
出
場
し
た
救
急
の

件
数
が
、
過
去
最
高
の
5
3
9

件
、
病
院
な
ど
へ
搬
送
し
た
人

員
は
5
1
4
人
で
し
た
。
 

　
い
ず
れ
も
平
成
7
年
に
消
防

署
が
発
足
し
て
か
ら
最
高
の
数

と
な
り
ま
し
た
。
 

   　
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
原
因
が
急
病
に
よ
る
人
は

全
体
の
54
％
、
病
院
か
ら
病
院

へ
の
転
院
搬
送
な
ど
は
15
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
転
院
搬
送
は
診
療
科
目

の
専
門
化
で
増
加
の
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
 

   　
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
の
う

ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
割
合
6
割
近
く
で
、
救
急
車

を
要
請
す
る
原
因
は
、
脳
梗
塞

や
脳
出
血
な
ど
の
脳
疾
患
、
肺

炎
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患
、
心
筋

梗
塞
や
不
整
脈
な
ど
の
急
病
が

い
ち
ば
ん
多
く
、
次
に
専
門
治

療
を
受
け
る
た
め
の
転
院
搬
送
、

次
に
転
倒
や
作
業
中
の
怪
我
な

ど
の
一
般
負
傷
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

   　
第
1
位
　
脳
卒
中
 

 
第
2
位
　
大
腿
骨
骨
折
 

　
こ
れ
は
、
高
齢
者
が
寝
た
き

り
に
な
る
原
因
の
1
位
と
2
位

で
す
。
 

　
大
腿
骨
や
腕
の
骨
、
腰
椎
な

ど
の
骨
折
の
最
も
多
い
原
因
は

転
倒
で
す
。
 

       　
高
齢
者
の
4
割
が
1
年
間
に

1
回
以
上
転
倒
・
転
落
し
、
そ

の
半
数
が
け
が
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

や
注
意
か
ら
転
倒
を
防
ぐ
事
が

で
き
ま
す
。
（
下
表
参
照
）
 

急
病
・
転
院
搬
送
の
増
加
 

　
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
使
っ
た
救
命
手
当
が

住
民
の
方
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
（
詳
し
く
は
、
消
防

署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
機
関

紙
「
消
防
依
田
窪
南
部
」
第
12

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
 

　
今
年
か
ら
偶
数
月
の
第
2
土

曜
日
に
、
消
防
署
の
会
議
室
で

応
急
手
当
の
講
習
会
を
行
い
ま

す
。
ご
家
族
や
お
友
達
、
職
場

の
仲
間
、
近
所
の
方
な
ど
、
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

高
齢
者
の
救
急
 

転
倒
事
故
防
止
 

●時間に余裕を持って、ゆっくり落ち着いて行動する。 

●階段の上がり下がりは、手すりを持って昇り降りする。 

●足下に注意し、足をきちんと上げて、 
　着地に気を付けて歩く。 

●サンダルを履かない。 

●夜間や天気の悪い日は外出しない。 

●両手をふさがないようにする。 

●重たいものを持たない。 

転倒防止対策 歩き方の工夫 

●階段､廊下､玄関､トイレ､風呂場､浴槽などに手すりを付ける。 

●階段ではスリッパを履かない。 

●足下に物を置かず、整理整頓に心がける。 

●高いところの物は人に取ってもらう。 

●絨毯・カーペット、マット、玄関マットを使用しない。 

●電気コードに引っかからないように気を付ける。 

●階段に滑り止めを付ける。 

●段差のある場所は、目立つように目印を付ける。 

転倒防止対策 住まいの改善・工夫 

お
知
ら
せ
 

応
急
手
当
 

講
習
会
の
開
催
 

講習会の申し込み、お問い合わせは電話68-0119  救急係まで 
ホームページアドレス http://www.town.nagato.nagano.jp/119

てすり 

すべり止め 
足元灯 

【年代別搬送人員比率】 

【事故種別搬送人員比率】 

老人 
56.4％ 

合計 
514

合計 
514

交通 
15.4％ 

一般 
16.1％ 

急病 
53.5％ 

転院搬送等 
15.0％ 

成人 
35.6％ 

小児 
8.0％ 
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用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
新
築
に
伴
う

利
用
料
の
改
正
で
す
。

○
武
石
村
健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

健
康
セ
ン
タ
ー
使
用
料
見
直
し
に

伴
う
改
正
で
す
。

○
同
和
地
区
小
規
模
事
業
融
資
あ

っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

同
和
対
策
関
係
法
の
失
効
に
伴
い

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
武
石
村
同
和
地
区
住
宅
改
修
資

金
貸
付
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

同
和
対
策
関
係
法
の
失
効
に
伴
い
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

○
武
石
村
陶
芸
技
能
習
得
セ
ン
タ
ー

設
置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

運
営
的
に
採
算
が
合
わ
な
い
た

め
、
土
地
の
所
有
者
に
払
い
下
げ
る

た
め
設
置
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

○
村
道
の
路
線
変
更

村
道
の
新
設
・
改
良
に
よ
り
路
線

の
延
長
や
面
積
の
変
更
が
議
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
市
場
化
テ
ス
ト
」
や
「
給
与
構

造
見
直
し
」
に
反
対
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
審
査
）

○
「
定
率
減
税
の
廃
止
・
縮
小
を
中

止
す
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

の
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
「
社
会
保
障
制
度
の
抜
本
改
革
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
に
つ

い
て
の
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
授
産
施
設
に
対
す
る
施
設
事
務

費
補
助
の
特
別
措
置
の
対
象
範

囲
の
拡
大
に
関
す
る
陳
情

（
全
員
賛
成
採
択
）

○
無
年
金
定
住
外
国
人
の
救
済
処

置
に
関
す
る
要
望
書
に
つ
い
て

の
陳
情
　
　
　
　
（
継
続
審
査
）

陳
　
　
情

議会の動き

【2月】
7日 議会全員協議会

第2回臨時会
23～25日 上田広域連合議会

28日 議会運営委員会

【3月】
4～22日 第1回定例会

　犯罪者は、親族や学校関係
者を装うなど、さまざまな手
段で子どもに近づいてきます。
どんなときでも、「知らない
人には絶対について行かない」
を徹底し、知らない人に名前
を聞かれたり、ついてくるよ
うに言われたりしても、決し
て答えず、同行しないよう、
教えてください。 

　もしも無理に連れて行かれそ
うになったり、少しでも怖いと
感じたりした場合には、すぐに
その場から逃げ出すことが大切
です。その際、学校などの公共
施設やコンビニエンスストア、
そして「こども110番の家」な
ど、ほかの大人の協力が得られ
る場所に向けて逃げるよう、教
えてください。 

　万が一、不審者に捕まってしまい、
逃げることができない場合には、「助
けて！」と大きな声で周囲に知らせ
ることが重要です。また、いざとい
うときにかぎって、とまどってしま
って大きな声が出ない、助けを呼べ
ないなどといったケースも見られま
す。大げさすぎると考えずに、声を
出す練習などをすることも、子ども
を守る大切な手段の一つです。 

　犯罪が行われる現場では、子どもは犯罪者と、直接、向き合うことになります。
子どもが犯罪に巻き込まれないためには、いざというとき、子どもが、その身を
自分自身で守れるよう、しっかりとその対処方法を教えることが大切です。 
 　実際に、知らない人に声をかけられたり、どこかに連れて行かれそうになった
りしたとき、次の三つの行動が、犯罪から子どもを守ることにつながります。 

 「通学路で知らない人に声をかけられた」「エレベーターの中で体をさらわれた」

「車に連れ込まれそうになった」――近年、子どもをねらった犯罪報道を目にす

る機会が増えています。こうした犯罪から子どもを守るには、いざというとき

のための心がまえを、ふだんから子どもに教えておくことが欠かせません。 

子どもを守る 
「三つの約束」 
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目
玉
事
業
と
し
て
行
っ
た
、
福
祉
企

業
セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築
が
三
月
で

完
成
し
、
四
月
か
ら
運
用
が
始
ま
り

ま
す
。
特
に
精
神
障
害
者
の
皆
様
の

就
労
施
設
と
し
て
は
こ
の
依
田
窪
地

域
と
し
て
始
め
て
の
も
の
で
、
村
内

外
か
ら
注
目
を
い
た
だ
い
て
お
り
る

と
こ
ろ
で
す
。
新
し
く
、
機
能
的
に

な
っ
た
施
設
で
よ
り
良
い
事
業
の
運

営
、
福
祉
の
向
上
が
図
れ
ま
す
よ
う

運
営
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国

保
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
月

議
会
に
お
い
て
お
認
め
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
に
、
今
年
度
か
ら
納
期
を

十
期
か
ら
九
期
に
変
更
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
庫
補
助
を
い
た
だ
き
な
が
ら
機
能

強
化
事
業
を
実
施
し
、
一
時
的
な
流

量
の
増
加
に
も
対
応
が
で
き
る
容
量

を
増
や
す
事
業
を
約
七
千
万
円
で
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
に
お
き
ま
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
伊
藤
忠
商
事
よ
り

管
理
費
の
一
部
の
補
填
を
受
け
て
き

ま
し
た
が
、
十
六
年
中
に
一
時
金
と

し
て
八
千
万
円
を
受
け
て
基
金
を
造

成
し
、
今
後
は
基
金
の
取
り
崩
し
に

よ
り
会
計
を
運
営
し
て
い
く
方
式
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
基
金

条
例
の
改
正
、
水
道
新
設
分
担
金
徴

収
条
例
の
改
正
も
上
程
い
た
し
ま
す
。

○
上
田
市
、
小
県
郡
丸
子
町
、
同

郡
真
田
町
及
び
同
郡
武
石
村
の

廃
置
分
合
に
つ
い
て

現
在
の
四
市
町
村
を
廃
止
し
、
新

た
に
そ
の
区
域
全
体
を
範
囲
と
す
る

「
新
上
田
市
」を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

○
上
田
市
、
小
県
郡
丸
子
町
、
同

郡
真
田
町
及
び
同
郡
武
石
村
の

廃
置
分
合
に
伴
う
財
産
処
分
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

武
石
村
の
村
有
林
二
千
六
百
二
十

三
ha
の
う
ち
千
二
百
三
十
四
ha
を
新

た
に
設
置
す
る
財
産
区
の
財
産
と
し
、

そ
の
ほ
か
の
現
上
田
市
・
丸
子
町
・
真

田
町
・
武
石
村
の
財
産
を
、
す
べ
て

新
上
田
市
の
財
産
と
す
る
も
の
で
す
。

○
上
田
市
、
小
県
郡
丸
子
町
、
同
郡

真
田
町
及
び
同
郡
武
石
村
の
廃

置
分
合
に
伴
う
議
会
の
議
員
の

定
数
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

新
上
田
市
の
議
会
議
員
の
定
数
を

法
定
数
と
同
じ
三
十
四
人
に
す
る
も

の
で
す
。

○
上
田
市
、
小
県
郡
丸
子
町
、
同

郡
真
田
町
及
び
同
郡
武
石
村
の

廃
置
分
合
に
伴
う
農
業
委
員
会

の
委
員
の
任
期
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

合
併
に
伴
う
農
業
委
員
会
の
委
員

の
任
期
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
、

新
市
発
足
と
同
時
に
四
十
人
に
減
員

し
て
、
そ
の
方
が
平
成
十
八
年
七
月

十
九
日
ま
で
新
市
の
農
業
委
員
と
し

て
在
任
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

○
丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・

和
田
村
合
併
協
議
会
の
廃
止
に

つ
い
て

依
田
窪
四
町
村
合
併
協
議
会
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。

○
長
野
県
町
村
総
合
事
務
組
合
を

組
織
す
る
町
村
数
の
減
少
及
び

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

合
併
に
伴
う
長
野
県
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
町
村
数
の
減
少

と
組
合
規
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

○
小
県
郡
行
政
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の

変
更
並
び
に
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

合
併
に
伴
い
地
方
公
共
団
体
の
数

の
減
少
と
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変

更
、
規
約
の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

○
長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
の
共

同
設
置
に
つ
い
て

合
併
に
伴
い
長
野
県
町
村
公
平
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

○
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
員
報
酬
の
現
額
さ
れ
る
期
間
が

延
長
に
な
り
ま
し
た
。

○
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

特
別
職
職
員
給
与
の
減
額
さ
れ
る

期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

○
武
石
村
若
者
等
定
住
促
進
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

平
成
十
七
年
七
月
一
日
を
も
っ
て

条
例
を
廃
止
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平

成
十
七
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
補
助

金
交
付
申
請
が
な
さ
れ
、
か
つ
平
成

十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
事

業
が
完
了
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

該
当
と
な
り
ま
す
。

○
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例

長
野
県
町
村
公
平
委
員
会
を
設
置

す
る
た
め
登
録
し
ま
す
。

○
武
石
村
営
簡
易
水
道
基
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

基
金
条
例
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

○
獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
経
営
安
定

化
基
金
条
例

獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
の
、
伊
藤
忠

商
事
か
ら
の
全
面
移
管
を
期
に
、
基

金
条
例
の
設
置
を
す
る
も
の
で
す
。

○
武
石
村
獅
子
ヶ
城
簡
易
水
道
新

設
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

獅
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歳入の主なもの（抜粋）

村民税……………………………………………9,497万円
固定資産税……………………………………2億386万円

所得譲与税………………………………………1,400万円
配当割交付金………………………………………50万円
地方消費税交付金………………………………3,200万円

配色サービス負担金 ……………………………396万円
保育料……………………………………………2,146万円

うつくしの湯施設使用料………………………4,850万円
塵芥処理手数料 …………………………………515万円

障害者福祉事業…………………………………1,731万円
児童手当給付事業………………………………1650万円
国勢調査 …………………………………………234万円

住宅家賃…………………………………………1,608万円
松茸山公売 ………………………………………750万円

財政調整基金 ………………………………1億2,144万円
減債基金…………………………………………9,800万円

福祉企業センター事業収入……………………1,500万円
開発公社委託事業収入…………………………1,670万円
依田窪病院交付税配分金………………………4,700万円

臨時財政対策債………………………………1億800万円
減税補てん債 ……………………………………250万円

村税 3億2,448万円
前年度より470万円の増

地方交付税 13億円
前年度より1億円の増

譲与税・他交付金 1億2,640万円
前年度より1,670万円の増

分担金及び負担金 3,075万円
前年度より265万円の減

使用料及び手数料 6,606万円
前年度より369万円の増

国県支出金 1億1,641万円
前年度より3,161万円の減

財産収入・寄付金 5,064万円
前年度より188万円の減

繰入金 2億3,520万円
前年度より6,234万円の減

繰越金 2,000万円
前年度より増減なし

諸収入 1億2,952万円
前年度より711万円の減

村債 1億1,050万円
前年度より2億4,250万円の減

諸収入 1億2,952万円 5.2％ 

県支出金 
7,515万円 3.0％ 

国庫支出金 
4,126万円 1.6％ 

繰越金 2,000万円 0.8％ 

地方交付税 
13億円 
51.8％ 

村税 
3億2,448万円 
12.9％ 

繰入金 
2億3,520万円 
9.4％ 

村債 
1億1,050万円 
4.4％ 

歳入 

・地方譲与税 6,300万円 2.5％ 
・利子割交付金 200万円 0.1％ 
・配当割交付金 50万円 0.0％ 
・株式等譲渡所得割交付金 20万円 0.0％ 
・地方消費税交付金 3,200万円 1.3％ 
・自動車取得税交付金 2,000万円 0.8％ 
・地方特例交付金 800万円 0.3％ 
・交通安全対策特別交付金 70万円 0.0％ 

・使用料及び手数料 6,606万円 2.6％ 
・財産収入 5,064万円 2.0％ 
・分担金及び負担金 3,075万円 1.2％ 
・寄付金 0万円 0.0％ 

議会費 5,169万円 2.1％ 

民生費 
4億8,627万円 
19.4％ 

農林水産業費 
3億2,284万円 12.9％ 

総務費 
3億2,526万円 
13.0％ 

教育費 
2億7,815万円 
11.1％ 

公債費 
5億3,791万円 
21.4％ 

商工費 
1億1,705万円 4.7％ 

土木費 
3,789万円 1.5％ 

消防費 
6,777万円 2.7％ 

災害復旧費 
1万円 0.0％ 

衛生費 
2億7,781万円 
11.1％ 

・諸支出金 352万円 0.1％ 
・予備費 378万円 0.2％ 

労働費 
1万円 0.0％ 

歳出 
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歳出の主なもの（抜粋）
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○議員報酬………………………………………2,782万円
○議長交際費 ………………………………………8万円

○村長交際費………………………………………50万円
○広報武石発行経費 ……………………………290万円
○オフトーク施設維持管理費…………………1,072万円
○若者等定住促進住宅新築等補助金 …………500万円
○地域づくり協議会経費…………………………10万円
○農業委員会選挙経費 …………………………259万円
○指定統計調査費 ………………………………245万円

○社会福祉協議会補助金………………………1260万円
○温泉施設利用補助 ……………………………521万円
○介護保険事業…………………………………7,422万円
○介護予防・支援事業…………………………1,331万円
○同和対策費 ……………………………………969万円
○福祉企業センター費…………………………5,608万円
○児童クラブ委託事業 …………………………244万円
○保育所運営経費………………………………4,346万円

○依田窪福祉医療事務組合負担金 ………1億1,572万円
○成人病対策事業 ………………………………865万円
○上田地域広域連合負担金（斎場）…………1,321万円
○廃棄物処理事業………………………………1,763万円
○丸子クリーンセンター負担金 ………………423万円
○上田地域広域連合負担金

（クリーンセンター）…………3,020万円
○合併処理浄化槽設置整備事業 ………………114万円
○上田地域広域連合負担金（清浄園）………1,974万円

○中山間地域等直接支払事業 …………………374万円
○中山間地域総合整備事業 ……………………535万円
○農道修繕・水路補修費 ………………………859万円
○非補助土地改良換地事業 ……………………420万円
○地籍調査事業 …………………………………231万円

○林業振興事業…………………………………1,255万円
○松くい虫防除対策事業 ………………………738万円
○林道維持管理費 ………………………………268万円
○公団造林受託事業 ……………………………589万円

○産業育成資金経費 ……………………………907万円
○観光経費 ………………………………………747万円
○うつくしの湯運営委託料……………………5,500万円
○長野県観光開発公社償還金 ……………… 2,197万円

○道路維持経費…………………………………1,777万円
○県営事業負担金 ………………………………250万円
○河川管理経費 …………………………………276万円

○上田地域広域連合負担金（消防）…………5,080万円
○消防団運営費…………………………………1,474万円

○中間教室運営事業 ……………………………345万円
○小学校通学援助事業 …………………………176万円
○中学校通学援助事業 …………………………336万円
○高校通学援助事業 ……………………………480万円
○中学校体育館改築負担金……………………3,605万円
○ともしび博物館費 ……………………………671万円
○総合型地域スポーツクラブ経費 ……………250万円
○マレットゴルフ場運営委託事業 ……………619万円

○長期償還元金 ……………………………4億6,976万円
○長期償還利子…………………………………6,615万円

○基金積立金 ……………………………………352万円

総務費 3億2,526万円
前年度より2,482万円の減

民生費 4億8,627万円
前年度より164万円の増

衛生費 2億7,781万円
前年度より716万円の増

農林水産業費 3億2,284万円
前年度より3,893万円の減

議会費 5,169万円
前年度より39万円の減

商工費 1億1,705万円
前年度より336万円の減

土木費 3,789万円
前年度より1億1,889万円の減

消防費 6,777万円
前年度より346万円の減

教育費 2億7,815万円
前年度より1億4,357万円の減

公債費 5億3,791万円
前年度より1億579万円の増

諸支出金 352万円
前年度より382万円の減

予備費 378万円
前年度より33万円の減
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国保に入るとき、やめるとき 

�こんなとき �届け出に必要なもの 
 ・他の市町村から転入したとき…………………………………… 転出証明書・印鑑 
 ・職場の健康保険をやめたとき…………………………………… 職場の健康保険をやめた証明書・印鑑 
 ・職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき………………… 被扶養者でなくなった証明書・印鑑 
 ・子どもが生まれたとき…………………………………………… 保険証・母子健康手帳・印鑑 
 ・生活保護を受けなくなったとき………………………………… 保護廃止決定通知書・印鑑 
 ・外国人が加入するとき…………………………………………… 外国人登録証明書 

�いつから納める？ 保険料（税）は国保の被保険者としての資格を得た月、たとえば職場の健康保険を抜けた
り、他の市町村から転入した月の分から納めます。加入の届け出が遅れてしまうと、資
格を得た月までさかのぼって納めなければなりません。 

第1期…7月 第4期…10月 第7期…1月 
第2期…8月 第5期…11月 第8期…2月 
第3期…9月 第6期…12月 第9期…3月 

※本算定賦課からの徴収のため上記のとおり変更になります。 

　春は、引っ越し・就職のシーズンです。他の市町村への転入や転出、職場の健康保険に
入ったとき・やめたときなどは、お住まいの市町村の窓口で、国保の加入や脱退の手続き
をしなければなりません。また、下記で紹介するような場合にも国保の届出が必要です。
これらの手続きは早めに行いましょう。 

� 国保に加入するとき 

�こんなとき �届け出に必要なもの 
・他の市町村に転出するとき ……………………………………… 保険証・印鑑 
・職場の健康保険に入ったとき …………………………………… 国保の保険証・職場の保険証・印鑑 
・職場の健康保険の被扶養者になったとき ……………………… 国保の保険証・職場の保険証・印鑑 
・国保の被保険者が死亡したとき ………………………………… 保険証・印鑑 
・生活保護を受けることになったとき …………………………… 保険証・保護開始決定通知書・印鑑 
・外国人がやめるとき ……………………………………………… 保険証・外国人登録証明書 

�脱退の届け出が遅れると？ 国保をやめる届け出が遅れると、支払う必要のない保険料（税）の請求がきた
り、また、資格喪失後にもかかわらず国保の保険証で医療を受けると、国保
が医療機関に支払った医療費を返還しなければならなくなります。転出や職
場の健康保険等への加入などで、国保の資格がなくなった場合は、14日以
内に届け出（保険証の返還・抹消）をして、正しい保険証を使いましょう。 

� 国保をやめるとき 

�こんなとき �届け出に必要なもの 
・退職者医療制度の該当になったとき…………………………… 保険証・年金証書・印鑑 
・同じ市町村内で住所が変わったとき…………………………… 保険証・印鑑 
・世帯主や氏名が変わったとき…………………………………… 保険証・印鑑 
・保険証をなくしたとき（汚れて使えなくなったとき）……… 身分を証明するもの（使えなくなった保険証）・印鑑 
・長期の出張や旅行などで別個の保険証が必要なとき………… 保険証・印鑑 
・修学のため、他の市町村に住むとき…………………………… 保険証・在学証明書・印鑑 

� その他の届け出 
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（歳入の主なもの）
国民健康保険税………………………………1億298万円
療養給付費交付金………………………………9,499万円
（歳出の主なもの）
保険給付費 …………………………………2億1,550万円
老人保健拠出金…………………………………7,107万円

（歳入の主なもの）
支払基金交付金 ……………………………2億8,067万円
国県負担金 …………………………………1億8,260万円
（歳出の主なもの）
医療諸費 ……………………………………4億9,979万円

（歳入の主なもの）
診療収入 ……………………………………1億1,686万円
基金繰入金………………………………………2,139万円
（歳出の主なもの）
施設管理費………………………………………8,424万円
医業費……………………………………………6,244万円

（歳入の主なもの）
使用料……………………………………………6,985万円
基金繰入金………………………………………1,295万円
（歳出の主なもの）
経営管理経費……………………………………3,216万円
長期債償還金……………………………………5,064万円

（歳入の主なもの）
使用料 ……………………………………………686万円
基金繰入金 ………………………………………903万円
（歳出の主なもの）
経営管理費………………………………………1,586万円

（歳入の主なもの）
使用料……………………………………………4,865万円
繰入金（一般会計、基金）……………………2億53万円
（歳出の主なもの）
農業集落排水費 ……………………………1億2,072万円
長期債償還金 ………………………………1億9,538万円

（歳入の主なもの）
貸付元利収入 ……………………………………226万円
（歳出の主なもの）
長期債償還金 ……………………………………179万円

国民健康保険特別会計 3億2,600万円
前年度より2,900万円の増

老人保健特別会計 5億70万円
前年度より増減なし

診療所特別会計 1億4,850万円
前年度より1,380万円の減

簡易水道特別会計 8,450万円
前年度より7,550万円の減

獅子ヶ城簡易水道特別会計 1,631万円
前年度より431万円の増

農業集落排水特別会計 3億1,750万円
前年度より8,000万円の増

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 230万円
前年度より増減なし

村では、国民健康保険、老人保健、診療所、簡易水
道、獅子ヶ城簡易水道、農業集落排水、同和地区住宅
新築等貸付の７つを特別会計としています。
本年度の予算額は各会計あわせ、13億9,581余万円と

なり、前年度と比べて予算額で240万余増額となりま
した。

平成17年度
特別会計予算

7会計で
13億9581余万円計上
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「犬のしつけ方教室」を開催します

上田地域広域連合資源循環型施設建設候補地選定委員会 

　上田地域広域連合では、現在、上田、東部及
び丸子クリーンセンターの管理運営を行っています。 
　これらの３施設を、環境への負荷の低減を図り、
資源・エネルギーの回収を効率的に行うことが
できる施設に統合するとともに、環境教育機能
や啓発機能をもつリサイクルプラザと、一体的
に整備する資源循環型施設（統合クリーンセンタ
ー及びリサイクルプラザ）の計画を進めています。 
  
　資源循環型施設の建設候補地の選定について、
地域住民の皆さんの意見を反映させるために、
住民参加型の委員会を設置し、検討を行うこと
となりました。委員会の設置にあたり、次のと
おり住民代表の委員を公募します。 
  
◆応募資格 
上田地域に在住し、会議に出席できる方（会議
は、月１回程度で平日の昼間を予定しています。） 
委員会の目的に沿って、公平・公正な立場で
意見を述べていただける方 
  
◆募集人数／若干名 
  
◆任　　期／１年間の予定 

◆応募方法 
「応募用紙」に記入の上、応募の動機やごみ
問題について考えていることなどについて８００
字以内にまとめた「作文」（様式自由）を添付
して提出してください。「応募用紙」の交付
及び応募の受付は、上田地域広域連合及び武
石村役場建設環境課窓口で行っています。 
  
◆応募用紙 
応募用紙は、広域連合ホームページにも掲載
してあります。また、電子メールによる提出
も可能ですので、御活用ください。 
ホームページ（http://www.area.ueda.nagano.jp） 
電子メール（koiki@area.ueda.nagano.jp） 
  
◆応募期間 
　平成１７年４月１日（金）から４月２０日（水）まで 
  
◆面　　接 
平成17年4月27日（水）に面接を行う予定です。
ただし、変更される場合がありますので、御
了承ください。詳細については、後日、応募
者に通知します。 

【お問合せ】上田地域広域連合ごみ処理広域化推進室（電話23-2104） 
　　　　　　武石村役場建設環境課（電話85-2793） 

○開 催 期 間　平成17年4月16日（土）～6月18日（土）　午後1時30分～3時30分 

○講 習 内 容　学科1回【4/16】 

　　　　　　　実技5回【4/23・5/7・5/21・6/4・6/18】（全6回） 

○開 催 場 所　長野県　上田合同庁舎駐車場他 

○受 講 資 格　登録、狂犬病予防注射、ワクチン接種済みの１歳未満の飼い犬。 

　　　　　　　原則として全日程（6回）受講可能な方。 

○受　講　料　5,000円 

○申込み方法　4月15日（金）までに長野県動物愛護会上小支部へ事前に申し込んでください。 

＊詳細につきましては、動物愛護会上小支部事務局（上田保健所内 TEL25-7153）へお問い合せください。 

広報武石 平成１７年４月号　No.453（20）

平
成
17
年
度
の
自
動
車
税
の
納
期

限
は
５
月
31
日（
火
）
で
す
。

お
手
元
に
届
け
ら
れ
る
納
税
通
知

書
に
よ
り
、
お
近
く
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
所
で
は
、
5
月
28
日

（
土
）と
29
日（
日
）の
両
日
、
午
前
9

時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
5
月
23
日（
月
）

か
ら
31
日（
火
）ま
で
の
平
日
午
後

7
時
ま
で
納
税
窓
口
を
延
長
し
ま
す

の
で
、
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
納
税
通
知
が
届
か
な
い
。」「
廃

車
し
た
の
に
納
税
通
知
書
が
届
い

た
。」
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
も
、
長

野
県
上
小
地
方
事
務
所
税
務
課
（
℡

25
‐
７
１
１
７
・
７
１
１
８
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
法
律
・
経

済
・
会
計
等
の
専
門
的
知
識
を
駆
使

し
、
国
税
に
関
す
る
調
査
や
指
導
な

ど
の
事
務
を
行
う
国
税
専
門
官
の
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
受
験
資
格

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

昭
和
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
次
に
掲
げ
る
者

�
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
18

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

�
人
事
院
が
�
に
掲
げ
る
者
と
同
等

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

◇
試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

◇
受
験
申
込
受
付
期
間

平
成
17
年
４
月
１
日（
金
）

〜
４
月
15
日（
金
）

◇
申
込
書
提
出
先

第
１
次
試
験
地
を
所
轄
す
る
国
税

局
（
沖
縄
国
税
事
務
所
）

◇
試
験
日
と
試
験
種
目

○
第
１
次
試
験

平
成
17
年
６
月
12
日（
日
）

・
教
養
及
び
専
門
試
験
（
多
枝
選
択

式
）、
専
門
試
験
（
記
述
式
）

○
第
２
次
試
験

平
成
17
年
７
月
25
日（
月
）〜
28
日

（
木
）（
第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で

指
定
す
る
日
）

・
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◇
合
格
発
表

第
１
次
試
験
　
７
月
５
日（
火
）

最
終
合
各
　
　
８
月
30
日（
火
）

◇
申
込
書
の
請
求
と
問
い
合
わ
せ
先

上
田
税
務
署
　
総
務
課

℡
０
２
６
８
‐
22
‐
１
２
３
４

「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
は
、
住
宅
金
融

公
庫
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
民
間
金

融
機
関
の
長
期
固
定
金
利
の
住
宅
ロ

ー
ン
で
す
。

○
最
長
35
年
間
の
長
期
固
定
金
利

○
融
資
限
度
額
最
高
５
０
０
０
万
円

○
保
証
料
０
円
、

繰
上
返
済
手
数
料
０
円

○
住
宅
の
質
を
確
保

○
中
古
住
宅
の
取
得
も
対
象
と
な
り

ま
す

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http//w
w
w
.jyukou.go.JP

）

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
フ
ラ
ッ
ト

35
・
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

（
℡
０
２
７
‐
２
３
２
‐
６
０
０
０
）

◇
期
間

平
成
17
年
５
月
12
日
〜

12
月
15
日
ま
で
の
12
回

◇
内
容

各
種
の
寄
植
え
、
竹
細
工
、
藁
細

工
、
苔
玉
、
ミ
ニ
門
松
作
り
と
剪
定
、

病
虫
害
予
防
等
、
小
布
施
町
オ
ー
プ

ン
ガ
ー
デ
ン
見
学
会

◇
会
　
場

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

◇
定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

◇
受
講
料

３
万
円

◇
募
集
開
始
日

平
成
17
年
４
月
４
日（
月
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

（
℡
22
‐
２
６
６
６
）

3月分の水道水水質検査結果について 

※注〇印‥‥‥‥検査した全ての項目が水質基準に適合 
　　△印‥‥‥‥検査した項目のうち一部が水質基準に不適合 
　　×印‥‥‥‥検査した項目全てが水質基準に不適合 

長 坂 水 系 

唐沢権現水系 

余 里 水 系 

〇 

〇 

〇 

浄水基本10項目の 
水質基準判定 ※注 

無 

無 

無 

水質基準の 
不適合項目 備　　　　　考 

権現の一部を除く上本入地区に給水 

余里地区に給水 

権現の一部と余里を除く村内全域と丸子町腰越の一部に給水 

4月 4月 
自
動
車
税
納
税
の

お
知
ら
せ

国
税
専
門
官
募
集
の

お
知
ら
せ

住
宅
ロ
ー
ン

「
フ
ラ
ッ
ト
35
」の
ご
案
内

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
受

講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
月
六
日
に
中
央
公
民
館
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
し
た

花
房
ゆ
か
り
さ
ん
か
ら
七
万
円
、

渡
辺
信
行
さ
ん
か
ら
三
千
円
を

福
祉
事
業
に
お
使
い
く
だ
さ
い

と
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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